
語れる実績

　平成22年決算審査の中で、新駅に伴うまちづくり
の公益的施設として、区民文化センターの設置を提
案してきました。
■ミズキーホール
　愛称も「ミズキーホール」に決定しました。
401 席のホール、２つのギャラリー、防音性のあ
る練習室３室や音楽ルーム、楽屋４室、ホワイエや
カフェスペースも完備します。音楽や演劇、ダンス
など多様な演目に対応が可能です。ギャラリーでは
絵画や写真書道などの展示が可能です。

　3 月 18 日に開業の相鉄東急直通線。それから約 1 年かけて新綱島駅周辺の
まちづくりが行われます。中でも、区民待望の文化芸術活動拠点である港北区民
文化センターが来年 3 月に開館予定です。
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「区民文化センターを新駅周辺に提案」

　12月6日、公明党を代表して議案関連質疑を行
いました。
　光熱水費・食
材費に対する支
援を子ども食堂
など、子どもの居
場 所 の 光 熱 水
費・食材費の高騰に対する支
援金があることを周知・広報
すべきとの質問に対し、市長は
「市ホームページや広報よこ

は ま な
ど に 掲
載するとともに、社会福祉協
議会や区役所を通じて、積極
的な周知に努める」と答弁しま
した。

■「特別市」の実現に向けて
　市民の理解を促進する一層の取り組みが必要と
の質問に対し、市長は「私自ら地域の声を聴く機会を
設けるとともに、特別市の意義を広く発信するシン
ポジウムを開催するなど、一層の機運醸成に取り組
んでいく」と答弁しました。

特別市になると…
　特別市になると原則、
市内の地方事務の全てを
市が担うことになります。
市と県の二重行政が解消
され、さらなる権限・税財
源が委譲されることによ
り、きめ細かな行政サービ
スが提供されます。

令和4年 第4回定例会より

横浜市会議員〔港北区選出〕

望月やすひろ
も　ち　づ　き

望月 やすひろ

はじめました！
LINE 公式アカウント

①カメラを起動、QR
コードを読み取
り、表 示 さ れた
メッセージ・リン
クをタップします。

②「追加」をタップし
てください。これ
で登録が完了し
ます。

※QR コードが読み取れない場合▶@502urarv で検索を
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《小児医療費助成の拡充へ
              公明党市議団の歩み》
　1992 年　横浜市会で初めて無料化を提唱

　1995 年　0歳児の通院・入院が無料化

　2007 年　就学前児童まで対象を拡大

2012～17年  小１→小 6まで対象を拡大

　2019 年　中 3まで対象を拡大

　2021 年　1、2歳児の所得制限を撤廃

　「子育てしたいまち・次世代を共に育むまちヨコハマ」を基本戦略とした 4 年間の計画である「横浜
市中期計画 2022～2025」が基本計画特別委員会で審査され、可決成立しました。公明党横浜市議
団が要望してきた数々の政策が、大きく市の中期計画に反映されました。

公明党市議団の要望が実現へ！公明党市議団の要望が実現へ！

令和５年度予算案に反映

■小児医療費を完全無償化  中3まで所得制限撤廃

「横浜市中期計画２０２２～２０２５」を策定
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令和５年度予算案に反映

■全ての生徒へ栄養バランスの整った給食を提供
中学校給食の更なる拡充へ

“ふた”をあけるワクワクの毎日。“ふた”をあけるワクワクの毎日。
●全員給食に向け
て、設計５０校、
工事２５校につ
いて配膳室の整
備を行う。
●喫食率アップの
取り組みを強化
する。




